
目標 基本 分野

16 11

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 議会の招集及び提出議案に関する事務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 文書法制係

SDGs目標 平和と公平をすべての人に 住み続けられるまちづくりを

目的 議会の議決すべき事件に係る議案を作成し、議会の招集を行う。

内容 各課から提出された議案原議について、法令適合等の審査を行い、議案書を作成する。

種別 自治事務（任意） 主体 直営 対象・受益者 職員

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 80 80 80

実績 88 73

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 88 73 80

実績 88 73

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 1 一般管理費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 2,508 3,876 3,876 3,876 3,876 

事業経費 0 0 0 0 0 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.33 0.51 0.51 0.51 0.51 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 2,508 3,876 3,876 3,876 3,876 

今後の必要性 必要性は高い 議決事件の適法性を確保する必要がある

対象の適切性 適切 対象者を変更する余地はない

主体の妥当性 市が推進すべき 市の議決事件であるため

有効性 指標の実績 おおむね達成できた 期限内に議案書を完成させている

効率性 コストの削減 削減の余地あり システム活用による人件費の削減の余地あり

費用対効果 効果あり 議案書の修正が減少傾向にある

手段の妥当性 妥当 適法性を確保するため、審査は必要である

事業の方針 継続 引き続き審査は必要である

現状の課題
議案書の作成には期限があり、各課から提出される議案等を迅速かつ正確に審査しな
ければならないため、各課における提出前の十分な検討と確認が必要となる。

今後の取組み
各課に対し議案としての体裁や用字用語を例示し、提出議案等について十分精査する
ことを促すとともに、条例の制定改廃に係る議案については事前に協議を行い、議案等
の審査の正確性を確保する。

活動指標
議案等審査件数

市議会定例会及び臨時会における
市長提出議案等を審査した件数

件

成果指標 期限内議案等審
査件数

指定の期限までに議案等の審査を
終了した件数

件

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

16 3

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 法制執務に関する事務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 文書法制係

SDGs目標 平和と公平をすべての人に すべての人に健康と福祉を

目的 市例規の制定改廃内容を審査し、適法性を確保するとともに政策の実現に資する。

内容 各課から起案された市例規等の制定改廃について、法令適合等の審査を行う。

種別 自治事務（任意） 主体 直営 対象・受益者 職員

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 150 150 150

実績 182 155

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 182 155 150

実績 182 155

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 1 一般管理費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 7,430 10,470 10,470 10,470 10,470 

事業経費 3,630 3,630 3,630 3,630 3,630 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.50 0.90 0.90 0.90 0.90 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 3,800 6,840 6,840 6,840 6,840 

今後の必要性 必要性は高い 例規の適法性を確保する必要がある

対象の適切性 適切 対象者を変更する余地はない

主体の妥当性 市が推進すべき 市の例規であるため市が行うべき

有効性 指標の実績 おおむね達成できた 期限内に例規を公布している

効率性 コストの削減 削減の余地あり システム活用による人件費の削減の余地あり

費用対効果 効果あり 例規の制定改廃を行える職員が増加している

手段の妥当性 妥当 適法性を確保するため、審査は必要である

事業の方針 継続 引き続き審査は必要である

現状の課題
例規の制定改廃を正確かつ効率的に行うためには、職員全体の法制執務能力の向上
を図る必要がある。

今後の取組み
・法令の制定改廃情報を関係部署に適宜提供するとともに、各課において例規の制定
改廃を行う際は、その正確性と効率性を高めるため、事前に協議を行うよう求める。
・例規システム研修等を開催し、職員全体の法制執務レベルの底上げを図る。

活動指標 制定改廃例規の
審査件数

制定改廃を行う例規を審査した件
数

件

成果指標 制定改廃例規の
公布件数

制定改廃を行った例規を公布した
件数

件

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

16

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 郵便等文書収受・発送事務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 文書法制係

SDGs目標 平和と公平をすべての人に

目的 郵便等文書の収受及び発送を集約することにより、事務の効率化と経費の削減を図る。

内容 庁内の郵便等文書の収受及び発送を集約して行う。

種別 自治事務（任意） 主体 直営 対象・受益者 職員

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 550,000 500,000 500,000

実績 575,980 444,105

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 460,000 400,000 400,000

実績 428,776 323,699

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 1 一般管理費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 64,087 45,746 46,386 46,386 46,386 

事業経費 54,569 39,272 39,912 39,912 39,912 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.98 0.64 0.64 0.64 0.64 

従事非常勤職員数 0.90 0.70 0.70 0.70 0.70 

概算人件費 9,518 6,474 6,474 6,474 6,474 

今後の必要性 必要性は高い 集約することにより、効率化と費用削減が図れる

対象の適切性 適切

主体の妥当性 市が推進すべき 後納及び特約割引について、市が郵便局と契約を交わしている

有効性 指標の実績 おおむね達成できた ほぼ毎日、特約割引による発送を行った

効率性 コストの削減 削減の余地あり ゆうメールやレターパック等をさらに活用する

費用対効果 効果あり 集約により、ほぼ毎日、特約割引による発送となっている

手段の妥当性 妥当

事業の方針 継続 今後も集約による効率化と費用の削減を図る

現状の課題
郵便物の特約割引を受けるには、郵便局から提示される条件（発送物への区内特別の
表記、箱ごとの通数の記入など）をクリアしなければならないが、特約割引を受けるため
の表記等が不十分な郵便物が見受けられる。

今後の取組み
・特約割引の対象となる全ての郵便物で割引が受けられるよう、郵便局から提示される
条件について、職員への周知徹底を図る。
・ゆうメール、レターパック等の更なる活用により、経費削減に努める。

活動指標 郵便物の発送通
数

年間の郵便物発送通数 通

成果指標 郵便区内特別の
発送通数（8割目
標）

年間の発送郵便物のうち、郵便区
内特別割引により発送した通数

通

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

3 16

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 文書印刷業務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 文書法制係

SDGs目標 すべての人に健康と福祉を 平和と公平をすべての人に

目的 文書の印刷業務を集約することで、業務の効率化と費用の削減を図る。

内容 全戸配布等印刷枚数の多い文書を集約し、専門職員が印刷機を使用して集中印刷を行う。

種別 自治事務（任意） 主体 直営 対象・受益者 職員

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 　 ー 　 ー 　 ー

実績 411 355

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 　 ー 　 ー 　 ー

実績 411 355

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 1 一般管理費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 7,861 13,103 13,103 13,103 13,103 

事業経費 3,721 3,433 3,433 3,433 3,433 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.00 1.00 1.00 1.00 1.00 

従事非常勤職員数 1.80 0.90 0.90 0.90 0.90 

概算人件費 4,140 9,670 9,670 9,670 9,670 

今後の必要性 必要性は高い 各課の業務効率が向上する

対象の適切性 適切 印刷の目安は、おおむね100枚以上としている

主体の妥当性 市が推進すべき 急な変更や需要にも対応する必要があるため

有効性 指標の実績 達成できた 各課の指定期日前に仕上げた

効率性 コストの削減 削減の余地あり 高性能印刷機の導入による人件費の削減の余地あり

費用対効果 効果あり コピー代の削減及び各課の業務効率の向上

手段の妥当性 妥当

事業の方針 見直しを検討 デジタル化の進展に伴い印刷物が減少傾向にあるため

現状の課題 行政のデジタル化の進展等に伴い、印刷件数、印刷枚数ともに減少傾向にある。

今後の取組み
・ハガキ、賞状、全戸配布物の印刷などコピー機では対応できないケースがあるため、
印刷機は継続して配備する。
・印刷物が減少していることから人員の配置について見直しを行う。

活動指標
印刷実績件数 依頼により印刷を行った件数 件

成果指標 指定期日内印刷
完了件数

各課の指定期日内に印刷を完了さ
せた件数

件

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

16

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 ファイリングシステム維持管理事務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 文書法制係

SDGs目標 平和と公平をすべての人に

目的 文書の適正な管理と情報の共有化を図る。

内容 ファイリングシステムによる文書の適正な管理を図るため、職員に対する研修や実地指導を行う。

種別 自治事務（任意） 主体 直営 対象・受益者 職員

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 2 1 1

実績 0 1

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 29 30 30

実績 28 28

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 1 一般管理費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 847 1,787 2,117 2,117 2,117 

事業経費 315 495 825 825 825 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.07 0.17 0.17 0.17 0.17 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 532 1,292 1,292 1,292 1,292 

今後の必要性 必要性は高い 職員の事務の効率性を保つため

対象の適切性 適切 文書の維持管理は職員が行うべき

主体の妥当性 市が推進すべき 文書の維持管理は職員が行うべき

有効性 指標の実績 おおむね達成できた 事務室の文書の管理状況は安定してきている

効率性 コストの削減 削減の余地なし 委託料、消耗品ともに最低限の経費である

費用対効果 効果あり 事務室の文書の管理状況は安定してきている

手段の妥当性 見直しの余地あり 文書の管理方法について紙から電子に切り替える時期

事業の方針 見直しを検討 文書の管理を電子データで行うにはシステムの導入が必要

現状の課題
・ファイリングのノウハウを十分に習得していない職員が増えている。
・文書の移替えや引継ぎを限られた職員のみで行っている所属所がある。
・永年文書の増加により書庫の空きスペースが不足している。

今後の取組み

・提出された入力フォームのエラーチェックを強化する（エラーがなくなるまで行う。）。
・研修を実施し、所属所内の全職員が文書の移替えや引継ぎに携わるよう指導する。
・書庫の空きスペースを確保するため、永年文書の見直しを行う。
・ファイリングシステムに代わる文書の管理方法としてシステムの導入を検討する。

活動指標 研修会・実地指
導開催数

ファイリングシステムの維持管理を
図るための職員研修及び実地指導
の開催数

回

成果指標 提出物の期限を
厳守した課の数

指定の期日までに入力フォーム等
の提出物を提出した課の数

課

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

16

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 情報公開・個人情報開示事業 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 １．広報広聴、情報公開 文書法制係

SDGs目標 平和と公平をすべての人に

目的 市の保有する情報を公開することにより市の行政活動の説明責任を全うし、また個人情報についてはその権利利権を保護する。

内容 条例等に基づき、市が保有する情報の公開及び個人情報の開示を行う。

種別 自治事務（任意） 主体 直営 対象・受益者 市民

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 　 ー 　 ー 　 ー

実績 35 16

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 　 ー 　 ー 　 ー

実績 35 16

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 13 諸費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 380 1,170 1,204 1,204 1,204 

事業経費 0 30 64 64 64 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.05 0.15 0.15 0.15 0.15 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 380 1,140 1,140 1,140 1,140 

今後の必要性 必要性は高い 公正で開かれた市政を推進するために必要

対象の適切性 適切 対象者については、条例等で規定されている

主体の妥当性 市が推進すべき 市の保有情報については、市が公開の是非を決定すべき

有効性 指標の実績 おおむね達成できた 条例等に基づき、請求に応じた公開を行った

効率性 コストの削減 削減の余地あり 文書の特定を効率よく行う

費用対効果 効果あり 円滑で適切な公開（開示）を行っている

手段の妥当性 妥当 条例等に規定された手続により公開を行う

事業の方針 継続 引き続き条例等に基づき対応していく

現状の課題
条例等を遵守した適正な制度運営が求められ、請求の対応には慎重な判断が求めら
れるが、条例で定める期限内に文書を特定し、公開又は開示の決定を行わなければな
らない。

今後の取組み
請求に対し、正確かつ効率的に対象文書を特定するため、ファイリングシステムによる
適正な文書管理を維持する。また、請求に基づかず、任意で提供可能な情報について
は、制度によることなく公表し、市民等の利便性を図る。

活動指標
請求処理件数

情報公開請求及び個人情報開示請
求に対し、決定処理を行った件数

件

成果指標 期限内に処理し
た件数

条例等で規定する15日以内に決定
処理を行った件数

件

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

8

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 職員の任免、分限、懲戒、定員管理等事務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 人事係

SDGs目標 働きがいも経済成長も

目的 職員の採用、任免、分限、懲戒等を行う。

内容 職員の採用、任免、分限、懲戒等に係る各種手続を行う。

種別 自治事務（義務あり） 主体 直営 対象・受益者 職員

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 1 一般管理費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 6,042 6,083 6,206 6,206 6,206 

事業経費 342 383 506 506 506 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.75 0.75 0.75 0.75 0.75 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 

今後の必要性

対象の適切性

主体の妥当性 市が推進すべき 任命権者以外の実施不可

有効性 指標の実績

効率性 コストの削減 削減の余地あり 一次試験を全て委託する

費用対効果

手段の妥当性 妥当 義務的事業

事業の方針

現状の課題
一次試験を全て委託することにより、会場の設営や当日の試験官等における人件費を
削減できるが、試験委託料は増額となる見込み。

今後の取組み
近隣市町村の試験の実施方法について注視し、テストセンター方式の導入について検
討する。

活動指標

成果指標

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

3 8

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 職員の給与、勤務時間等事務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 人事係

SDGs目標 すべての人に健康と福祉を 働きがいも経済成長も

目的 職員の給与の支給、勤怠管理等を行う。

内容 職員に係る給与の支給手続、源泉徴収、手当の把握、勤務時間の管理等を行う。

種別 自治事務（義務あり） 主体 直営 対象・受益者 職員

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 1 一般管理費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 9,177 10,761 11,223 11,223 11,223 

事業経費 1,577 3,161 3,623 3,623 3,623 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 7,600 7,600 7,600 7,600 7,600 

今後の必要性

対象の適切性

主体の妥当性 市が推進すべき 任命権者以外の実施不可

有効性 指標の実績

効率性 コストの削減 削減の余地あり 全機関へのシステム導入による職員の負担軽減

費用対効果

手段の妥当性 見直しの余地あり 全機関へのシステム導入による職員の負担軽減

事業の方針

現状の課題
新庁舎開庁に合わせ、出退勤管理システム、庶務事務システムの導入を行い、紙ベー
スからの変更により職員の負担軽減を図れているが、一部の会計年度職員や出先機
関では従来の紙ベースでの対応となっている。

今後の取組み システムへの統一化が図れるか検討。

活動指標

成果指標

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

8

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 職員の旅費事務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 人事係

SDGs目標 働きがいも経済成長も

目的 職員に旅費を支給する。

内容 職員の旅行に係る旅費の計算、支給手続等を行う。

種別 自治事務（義務あり） 主体 直営 対象・受益者 職員

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 1 一般管理費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 2,280 2,280 2,280 2,280 2,280 

事業経費 0 0 0 0 0 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 2,280 2,280 2,280 2,280 2,280 

今後の必要性

対象の適切性

主体の妥当性 市が推進すべき 任命権者以外の実施不可

有効性 指標の実績

効率性 コストの削減 削減の余地あり 各課で旅費の伺い、執行を行う

費用対効果

手段の妥当性 妥当 義務的事業

事業の方針

現状の課題
2款1項1目の旅費は、複数の課の見積りを合算して予算計上しているため、事業別の会
計となっておらず、総務課で起票し、支出している。

今後の取組み
令和４年度から各課で予算計上し、各課で起票することとしているが、2款1項1目の一
般管理費についても同様に各課で事業別に予算計上し、起票できるようにする。

活動指標

成果指標

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

8

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 日直・総合案内事務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 人事係

SDGs目標 働きがいも経済成長も

目的 閉庁日の各種届出受付・証明書発行、閉庁日の来客者案内等を行う。

内容 日直・総合案内に係る当番表の作成、連絡事項の伝達、物品の準備等を行う。

種別 自治事務（義務あり） 主体 直営 対象・受益者 職員

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 1 一般管理費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 3,340 6,098 7,534 7,534 7,534 

事業経費 1,440 4,198 5,634 5,634 5,634 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900 

今後の必要性

対象の適切性

主体の妥当性 アウトソーシング可能 総合案内の委託

有効性 指標の実績

効率性 コストの削減 削減の余地あり 総合案内の委託、窓口業務の包括的実施

費用対効果

手段の妥当性 見直しの余地あり 民間委託、非常勤職員の雇用

事業の方針

現状の課題
令和５年８月より総合案内業務を派遣会社に委託した。
日直業務については継続して職員が交代で実施し手当を支給しているが、民間委託や
会計年度任用職員により実施している自治体もある。

今後の取組み 日直事務について、民間委託や会計年度任用職員の任用を検討する。

活動指標

成果指標

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

4 8

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 職員の教養・研修及び能力開発事務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 人事係

SDGs目標 質の高い教育をみんなに 働きがいも経済成長も

目的 職員の教養、能力等の向上を図る。

内容 下妻市人材育成基本計画に基づく職員研修計画の作成、庁内・派遣研修等を行う。

種別 自治事務（義務あり） 主体 直営 対象・受益者 職員

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 1 一般管理費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 4,146 4,549 5,352 5,352 5,352 

事業経費 726 1,129 1,932 1,932 1,932 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 3,420 3,420 3,420 3,420 3,420 

今後の必要性

対象の適切性

主体の妥当性 アウトソーシング済（一部） 一部委託済み

有効性 指標の実績

効率性 コストの削減 削減の余地あり 研修内容及び実施回数の見直し

費用対効果

手段の妥当性 妥当 義務的事業

事業の方針

現状の課題
庁内研修においては、全職員を対象とする研修が多くなることから、マンネリ感が出て
いることは否めない。

今後の取組み
庁内研修では、タイムリーな内容となるよう新たな題材を常に探していき、また個別に
は、各部署のニーズに応え、オンライン研修も積極的に参加するよう促していく。

活動指標

成果指標

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

3 8

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 職員の福利厚生事務事業 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 人事係

SDGs目標 すべての人に健康と福祉を 働きがいも経済成長も

目的 職員の福利厚生の充実を図る。

内容 職員の保険加入、給付、貯金、貸付、手当金の支払等の手続、レクリエーション事業等を行う。

種別 自治事務（義務あり） 主体 直営 対象・受益者 職員

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 1 一般管理費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 471,122 491,805 553,890 553,890 553,890 

事業経費 465,042 485,725 547,810 547,810 547,810 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 6,080 6,080 6,080 6,080 6,080 

今後の必要性

対象の適切性

主体の妥当性 市が推進すべき 任命権者以外の実施不可

有効性 指標の実績

効率性 コストの削減 削減の余地あり 事業内容の見直し

費用対効果

手段の妥当性 妥当 義務的事業

事業の方針

現状の課題
職員共済会事業にあっては、令和５年度から徐々にコロナ禍前のような事業が実施で
きているが、数多くの職員に参加してもらえるよう検討が必要。
会計年度任用職員にも福利厚生事業の周知を行っている。

今後の取組み
職員イベントや職員研修補助に替わる事業を計画していく。
会計年度任用職員には、利用可能な福利厚生事業を周知していく。

活動指標

成果指標

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

3 8

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 職員の労働安全衛生、公務災害事務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 人事係

SDGs目標 すべての人に健康と福祉を 働きがいも経済成長も

目的 職場における職員の安全・健康の確保、快適な職場環境の形成促進等を行う。

内容 職員の公務災害補償に係る加入、認定、請求、負担金支払等の手続を行う。

種別 自治事務（義務あり） 主体 直営 対象・受益者 職員

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 1 一般管理費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 8,155 5,560 6,801 6,801 6,801 

事業経費 5,875 3,280 4,521 4,521 4,521 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 2,280 2,280 2,280 2,280 2,280 

今後の必要性

対象の適切性

主体の妥当性 市が推進すべき 任命権者以外の実施不可

有効性 指標の実績

効率性 コストの削減 削減の余地あり がん検診実施の見直し

費用対効果

手段の妥当性 妥当 義務的事業

事業の方針

現状の課題
・職員のがん検診の費用については、全て一般財源となっている。
・受検の日程調整に苦慮している。

今後の取組み
職員のがん検診を定期健診として併せて実施し、一般財源から支出している自治体は
ほとんどないため、今後も近隣市町村の動向を注視していく。

活動指標

成果指標

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

3

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 茨城県市町村総合事務組合事務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 人事係

SDGs目標 すべての人に健康と福祉を

目的 退職する職員への退職手当の支給、公務により傷病を受けた非常勤職員への補償等を行う。

内容 職員の退職手当・非常勤公務災害補償に係る負担金納付、請求等の手続を行う。

種別 自治事務（義務あり） 主体 外部委託 対象・受益者 職員

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 1 一般管理費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 212,593 191,886 211,256 211,256 211,256 

事業経費 211,833 191,126 210,496 210,496 210,496 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 760 760 760 760 760 

今後の必要性

対象の適切性

主体の妥当性 市が推進すべき 任命権者以外の実施不可

有効性 指標の実績

効率性 コストの削減 削減の余地なし 事務量の削減不可

費用対効果

手段の妥当性 妥当 義務的事業

事業の方針

現状の課題
退職手当負担金及び特別負担金については、定年引上げ制度の移行期間にあること
から、年度により取り扱いが変わることになる。

今後の取組み 茨城県市町村総合事務組合の条例改正等、動向に注視していく。

活動指標

成果指標

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

8

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 職員の人事評価事務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 人事係

SDGs目標 働きがいも経済成長も

目的 人事評価結果を職員の任用、給与、分限その他の人事管理の基礎として活用する。

内容 定期的な職員の人事評価、人事評価制度の適切な維持管理等を行う。

種別 自治事務（義務あり） 主体 直営 対象・受益者 職員

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 1 一般管理費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 945 1,050 1,360 1,360 1,360 

事業経費 185 290 600 600 600 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 760 760 760 760 760 

今後の必要性

対象の適切性

主体の妥当性 市が推進すべき 任命権者以外の実施不可

有効性 指標の実績

効率性 コストの削減 削減の余地あり システム導入の検討

費用対効果

手段の妥当性 妥当 システム導入の検討

事業の方針

現状の課題 エクセルで作成された表を紙で出力し、管理している。

今後の取組み 人事評価システムの導入を検討する。

活動指標

成果指標

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

11

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 指定管理者制度事務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 行政管理係

SDGs目標 住み続けられるまちづくりを

目的 管理運営の効率化と市民サービスの向上を図るため、民間事業者等の有するノウハウを活用し、施設の設置目的を達成する。

内容 指定管理者選定委員会を開催し、民間事業者や公共的団体の特徴等を勘案し、公の施設の設置目的に応じた施設の指定管理者の選定を行う。

種別 自治事務（義務あり） 主体 直営 対象・受益者 市民

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 1 一般管理費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 761 1,065 761 761 761 

事業経費 1 1 1 1 1 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.10 0.14 0.10 0.10 0.10 

従事非常勤職員数

概算人件費 760 1,064 760 760 760 

今後の必要性

対象の適切性

主体の妥当性 市が推進すべき 政策的意思決定を必要とするため。

有効性 指標の実績

効率性 コストの削減 削減の余地なし 現状が最低限の経費である。

費用対効果

手段の妥当性 妥当 地方自治法の規定に基づいているため

事業の方針

現状の課題
指定管理者の選定を行うに当たり、業務の効率化や経費の削減等の観点と、施設の安
定性、継続性、利用の公平性等の観点とを勘案し、施設の設置目的を効果的に達成で
きるようにする。

今後の取組み
民間事業者や公共的団体等に委託することが適当な公の施設については、業務の効
率や施設の安定性等に留意し、民間事業者等を活用する。また、公共施設マネジメント
実施計画に基づき、必要に応じてその在り方を検討する。

活動指標

成果指標

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

16

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 選挙管理委員会運営業務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 行政管理係

SDGs目標 平和と公平をすべての人に

目的 選挙管理委員会の運営について、適正かつ円滑な事務を行う。

内容 選挙管理委員会の招集および開催（選挙時を除く）

種別 自治事務（義務あり） 主体 直営 対象・受益者 市民

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

予算科目 一般会計 2 総務費 4 選挙費 1 選挙管理委員会費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 3,162 4,988 4,903 3,116 3,116 

事業経費 1,338 1,872 1,787 0 0 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.24 0.41 0.41 0.41 0.41 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 1,824 3,116 3,116 3,116 3,116 

今後の必要性

対象の適切性

主体の妥当性 市が推進すべき 各種法律に規定されている

有効性 指標の実績

効率性 コストの削減 削減の余地なし

費用対効果

手段の妥当性 妥当 法定義務あり

事業の方針

現状の課題 選挙管理委員会については、法定議決事項があるため開催しなければならない。

今後の取組み 公職選挙法等の関係法令に基づき、選挙管理委員会を適正に招集し開催する。

活動指標

成果指標

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

11

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 名義使用事業 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 １．市民協働、地域活動 １．住民自治、地域コミュニティ 行政管理係

SDGs目標 住み続けられるまちづくりを

目的 市民の福祉、教育、芸術文化等の向上に寄与することを目的としている事業に対し、後援名義使用を認めることで市民と行政が連携したまちづくりを推進する。

内容 名義使用の申請受付、申請書の精査、承認業務

種別 自治事務（任意） 主体 直営 対象・受益者 市民

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 50 70 70

実績 68 78

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 50 70 70

実績 68 78

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 1 一般管理費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 1,977 989 989 989 989 

事業経費 1 1 1 1 1 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.26 0.13 0.13 0.13 0.13 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 1,976 988 988 988 988 

今後の必要性 必要性は高い 十分なニーズあり

対象の適切性 適切 対象者を変更する余地はない

主体の妥当性 市が推進すべき 市が承認決定するため

有効性 指標の実績 達成できた コロナ禍が過ぎ、イベントの実施も増えたため。

効率性 コストの削減 削減の余地なし コストはほぼかからない

費用対効果 効果あり 最小限の経費で達成できた

手段の妥当性 見直しの余地あり 電子申請等、効率的な事務処理方法を検討する

事業の方針 継続 現状維持

現状の課題
効率的な事務処理ができるように検討する。また、住民ニーズの多様化に伴い、様々な
申請事例が予想されることから、より効率的な事務処理ができるように検討する。

今後の取組み
受付から承認までの事務を効率的かつ適正に進められるよう、事業担当課と連携を図
る。

活動指標 後援名義使用申
請受付

申請に対する件数 件

成果指標 後援名義使用承
認件数

申請に対する決定件数 件

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

16

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 監査委員事務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ６．行政経営 行政管理係

SDGs目標 平和と公平をすべての人に

目的 事務の管理執行について適正に執行されていることを精査する

内容 監査基準に基づき監査事務を執行する

種別 自治事務（義務あり） 主体 直営 対象・受益者 市民

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

予算科目 一般会計 2 総務費 6 監査委員費 1 監査委員費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 2,922 4,866 5,138 5,138 5,138 

事業経費 1,630 1,522 1,794 1,794 1,794 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.17 0.44 0.44 0.44 0.44 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 1,292 3,344 3,344 3,344 3,344 

今後の必要性

対象の適切性

主体の妥当性 市が推進すべき 地方自治法その他各種法令等により規定される

有効性 指標の実績

効率性 コストの削減 削減の余地なし

費用対効果

手段の妥当性 妥当 法令の定めるところによる

事業の方針

現状の課題 事務の多くが各種法令で規定されており、独自に効率化を図ることが難しい。

今後の取組み 各種法令及び監査基準に基づき引き続き適正な事務運営を行う。

活動指標

成果指標

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

16

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 市議会議員一般選挙事務 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 ２．広域連携、行財政運営 ３．行財政改革 行政管理係

SDGs目標 平和と公平をすべての人に

目的 民主政治の健全な発達を期すること

内容 市議会議員選挙事務の適正な管理執行

種別 法定受託事務 主体 直営 対象・受益者 市民

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標

実績

予算科目 一般会計 2 総務費 4 選挙費 3 諸選挙費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 0 36,472 0 0 0 

事業経費 0 25,300 0 0 0 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 1.47 

従事非常勤職員数 0.00 

概算人件費 0 11,172 0 0 0 

今後の必要性

対象の適切性

主体の妥当性 市が推進すべき 公職選挙法その他各種法令により規定されている

有効性 指標の実績

効率性 コストの削減 削減の余地なし

費用対効果

手段の妥当性 妥当 法令の定めることろによる

事業の方針

現状の課題 事務の多くが、各種法令により規定されており、独自に効率化を図ることが難しい。

今後の取組み
市議会議員一般選挙事務について、各種法令に基づき引き続き適正な管理執行を行
う。

活動指標

成果指標

個別評価

必要性

総合評価



目標 基本 分野

11 16 17

１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 区長に関する事務事業 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 １．市民協働、地域活動 １．住民自治、地域コミュニティ 行政管理係

SDGs目標 住み続けられるまちづくりを 平和と公平をすべての人に パートナーシップで目標を達成しよう

目的 地区のとりまとめ役となる自治区長及び代表区長を設置し、行政情報の周知や市民の意向把握の円滑化を図る。

内容 区長の委嘱を行い、区長の担任事務に対する報酬を支払う。下妻市自治区長連合会等と協働し、市長との対話集会等の実施による地域からの要望をとりまとめを行う。

種別 自治事務（任意） 主体 直営 対象・受益者 市民

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 410 401 400

実績 400 400

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 45 45 45

実績 28 57

予算科目 一般会計 2 総務費 1 総務管理費 8 自治区長費

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 25,464 23,039 25,726 24,206 25,726 

事業経費 19,004 19,619 20,026 20,026 20,026 

特定財源 0 0 0 0 0 

従事常勤職員数 0.85 0.45 0.75 0.55 0.75 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 6,460 3,420 5,700 4,180 5,700 

今後の必要性 必要性は高い 能率的な行政情報の伝達や地域の要望を把握することが求められる。

対象の適切性 適切 対象者を変更する余地は無い。

主体の妥当性 市が推進すべき 市が区長を委嘱しているため

有効性 指標の実績 達成できた 想定どおりのサービスを提供できた。

効率性 コストの削減 削減の余地なし 区長の報償費は条例にもとづく支出を行っている。

費用対効果 効果あり 最小の経費で指標の目標を達成できた。

手段の妥当性 妥当 条例等にもとづく事務のため

事業の方針 継続 現状維持

現状の課題

１年で区長が交代する自治区や世帯数が減少している自治区が増加しており、今後、
自治区の運営やコミュニティ活動に支障をきたすおそれがある。
各自治会のDX化による役員労力の削減や活動周知を奨励し、自治会加入率の維持に
努める。

今後の取組み
地域コミュニティを維持するため、必要に応じ、自治区や代表区の統合を進める。また、
円滑な自治区運営のために、自治区長連合会の各種事業等を通じ、研修や情報提供
を行う。

活動指標
区長交代受付数

区長交代届（継続を含む）を受け付
けた回数

回

成果指標 対話集会におけ
る区長からの意
見・要望件数

自治区内での議論を踏まえた住民
の声として、対話集会における区長
からの意見・要望

回

個別評価

必要性

総合評価
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１．事業の概要（Plan）

２．事業の取組みと費用（Do）

単位

単位

区分 款 項 目

３．事業の評価、今後の方向性

（１）事業についての評価（Check）

（２）事業の方向性（Action）

令和６年度　事務事業評価シート（令和５年度実績） 総務部

事務事業名 自治総合センターコミュニティ助成事業 総務課

総合計画の体系 ６．市民協働、行財政運営 １．市民協働、地域活動 １．住民自治、地域コミュニティ 行政管理係

SDGs目標 住み続けられるまちづくりを パートナーシップで目標を達成しよう

目的 地域のコミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感や自治意識を向上する。

内容 （一財）自治総合センターコミュニティ助成事業の助成金を活用し、地域コミュニティ活動に必要な施設・備品等の整備を行う。

種別 自治事務（任意） 主体 直営 対象・受益者 市民

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 2 2 2

実績 2 2

指標名 説明 年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

目標 2 2 1

実績 1 2

予算科目

事業費（千円） R4決算額 R5決算額 R6予算額 R7予定額 R8予定額

総事業費 5,160 6,292 6,520 6,520 6,520 

事業経費 2,500 5,000 5,000 5,000 5,000 

特定財源 2,500 5,000 5,000 5,000 5,000 

従事常勤職員数 0.35 0.17 0.20 0.20 0.20 

従事非常勤職員数 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

概算人件費 2,660 1,292 1,520 1,520 1,520 

今後の必要性 必要性は高い コミュニティ活動のためのニーズが高い。

対象の適切性 適切 募集要項に定められており、対象者を変更する余地は無い。

主体の妥当性 市が推進すべき 主体が限定されているため

有効性 指標の実績 達成できた 想定どおりのサービスを提供できた。

効率性 コストの削減 削減の余地なし 比較検討した結果、現状が最低の経費である。

費用対効果 効果あり 最小の経費で指標の目標に係る事業を達成できた。

手段の妥当性 妥当 社会情勢やニーズを踏まえ実施しているため

事業の方針 継続 現状維持

現状の課題
コミュニティ助成事業補助金は、（一財）自治総合センターにより年度ごとに措置される
ため、市で決定に関与できず、事業の進捗に不確定要素が多い。また、年度当たりに申
請可能な件数も限られるため、地元の意向どおりの進めることができない。

今後の取組み 助成制度の動向に留意しながら、新規の受付をする。

活動指標
申請件数

（一財）自治総合センターへの申請
件数

件

成果指標
補助件数

（一財）自治総合センターからの補
助件数

件

個別評価

必要性

総合評価


